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１．はじめに 
 地球や火星、金星等の地球型惑星には、火山が存在する。したがって、火山起源の硫

酸が地表の岩石に何らかの作用を及ぼしているはずである。この研究では、硫酸中に浸

った玄武岩が、乾燥後どのように変化するかを調べた。玄武岩を用いた理由は、玄武岩

が、地球や火星の地表の多くを占める岩石であるためである。地球や火星上で生じてい

る玄武岩の変質を、室内実験でシミュレーションする試みである。このような実験は、

世界中でも、これまで行われていないと思われる。 
２．方法 

 ①ガラス容器を３個用意し、それぞれに玄武岩を入れる。この玄武岩は兵庫県玄武洞産

のカンラン石を多く含む玄武岩である。玄武岩は、２ｃｍ×２ｃｍ×５ｍｍの直方体に成

形したものである。そして、それぞれにｐＨ２の硫酸１０ｍｌを入れる。 
 ② ①の玄武岩には、紫外線を照射した。この玄武岩を「ｐＨ２ｕｖＢ」とよぶ。別な

玄武岩には、蛍光を照射した。この玄武岩を「ｐＨ２ｋ」とよぶ。もう一つの玄武岩には

光を照射しない。そのかわり紫外線や蛍光を照射した場合とほとんど同じ表面温度になる

ように、電気アンカの上で熱を加えながら乾燥させた。この玄武岩を「ｐＨ２なし」とよ

ぶ。これらの玄武岩の乾燥は１週間程かかった。硫酸が乾燥した後、肉眼観察を行った。

硫酸の乾燥方法を、熱だけでなく紫外線と蛍光灯でも行った理由は、特に火星の表面では

太陽光線中の可視光線と紫外線が、何らかの影響を与えるのではないかと考えたためであ

る。また、乾燥させる温度は、３つの方法でも同じになるようにした。 
実験は２００４年４月～７月に行ったため、乾燥温度は２０℃～３０℃以上と変化した。 
  ④ ①②の過程を、硫酸の湿潤乾燥の１サイクルとしました。そして、このサイクル

を７サイクルまで行った。 
  ⑤ その後、硫酸が乾燥した部を顕微鏡観察した。また、他硫酸が乾燥した部分に生

じたラードのような物質を薬さじで、ほんの僅かとり、１ｍｌ程のｐＨ２の硫酸に溶かし

た。この硫酸水溶液を、１滴スライドガラスに滴下し、室内に一日放置し乾燥させた。こ

のスライドガラスについた物質を、ＥＰＭＡによって分析した。 
３．結果 

   ①肉眼観察 
    a表面のくずれ 
 ｐＨ２ｕｖは、玄武岩の表面が、かなりくずれ、たくさんの破片が玄武岩のまわりに散

らばった。ｐＨ２ｋも、玄武岩の表面がくずれ、破片が玄武岩のまわりに散らばった。ｐ

Ｈ２なしも少し、玄武岩の表面がばらばらになり、破片が散らばった。玄武岩の表面がく

ずれる程度は、ｐＨ２ｕｖ＞ｐＨ２ｋ＞ｐＨ２なし ということがはっきりわかった。 



 

 

   b硫酸が乾燥した部分に生じた物質 
 ｐＨ２ｕｖ、ｐＨ２ｋ、ｐＨ２なしとも、硫酸が乾燥した部分には、白っぽく少し褐色

を帯びたラ－ ドのような物質が１サイクルで生じ、サイクル数が増すほど、その量 
は増していくように見えた。ｐＨ２ｕｖ ｐＨ２ｋ ｐＨ２なしの違いは、肉眼ではほと

んどないように見えた。 
  ②顕微鏡観察 
 ７サイクル目の硫酸が乾燥した部分にできたラードのような物質を顕微鏡観察すると、  
針や毛のような物質がたくさん生じていることがわかった。ｐＨ２uｖ、ｐＨ２ｋ、ｐＨ２

なしの違いは、はっきりしなかった。 
  ③ＥＰＭＡ分析 
 ７サイクル目の硫酸が乾燥した部分にできたラードのような物質をスライドガラスに付

着させたものをＥＰＭＡ分析すると、ｐＨ２uｖ、ｐＨ２ｋ、ｐＨ２なしとも糸のような硫

酸塩ができていることがわかった。また、ｐＨ２uｖにできた糸のような硫酸塩は、ｐＨ２

ｋ、ｐＨ２なしにできた硫酸塩と比べると鉄が多いことがわかった。そして、ｐＨ２uｖで

は、糸のような硫酸塩だけでなく、バラの花のような鉄を含んだ六角形の硫酸塩がところ

どころに生じていた。このバラのような硫酸塩は鉄みょうばん（ジャロサイト）と考えら

れる。ｐＨ２ｋにも、六角形の硫酸塩ができていたが、これは鉄は少なく、みょうばんと

考えられる。 
４．考察 

 玄武岩の表面がこわれバラバラになる程度がｐＨ２uv、ｐＨ２ｋ、ｐＨ２なしの順で

大きいのは、照射する光が影響していると推定している。紫外線、可視光線の順に玄武

岩表面をこわす影響があると思われる。そしてｐＨ２uvでは、カンラン石が壊れる程度

も多く、鉄分が硫酸中に溶け出たため、ジャロサイトが生じたと推定した。ｐＨｋやｐ

Ｈなしでは、カンラン石が壊れる程度が少なく溶け出る鉄分が少ないためジャロサイト

は生じないと考える。この実験から、紫外線や可視光線が、岩石の風化変質に影響を与

えることがわかった。 
 ５．おわりに 
 火星上でジャロサイトが発見されたが、この実験結果から、火星上のジャロサイトの

生成にも、紫外線が影響を与えていると考えている。しかし、まだこの実験では、実験

の温度条件やＥＰＭＡによる測定数等が少ない等、信頼性に欠ける点があるため、現在

より精度を増した実験を行い、この実験結果を確かめている。 
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